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国　税／�4月分源泉所得税の納付� 5月10日
国　税／�3月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 5月31日
国　税／�9月決算法人の中間申告� 5月31日
国　税／�6月、9月、12月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 5月31日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合）� 5月31日
国　税／�確定申告税額の延納届出による延納税額の

納付� 5月31日
国　税／�特別農業所得者の承認申請� 5月15日

地方税／�自動車税・鉱区税の納付�
� 都道府県の条例で定める日

5 2017（平成29年）

法人インフォメーション　経済産業省が本年１月から運用を開始しているＷebサイト。
国税庁の法人番号公表サイトと同様、知りたい法人の法人番号・法人名（商号）・所在地
の基本３情報がわかる他、各省庁が保有するその法人に関する許認可、委託契約受注、
補助金交付、表彰受賞等の情報がある場合には、一括で検索・閲覧できます。

ワン
ポイント

あやめ

◆  5 月 の 税 務 と 労 務 5月 （皐月）MAY
3日・憲法記念日　4日・みどりの日　5日・こどもの日
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株
式
投
資
を
さ
れ
て
い
る
方

な
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
株
式

用
語
。
し
か
し
、
説
明
を
求
め

て
も
実
は
き
ち
ん
と
わ
か
っ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
代
表
的
な
も
の
三
つ
の
意

味
を
理
解
し
投
資
に
活
か
し
ま

し
ょ
う
。

１　

Ｐ
Ｂ
Ｒ

　

一
株
当
た
り
の
純
資
産
に
対
し
、

株
価
が
何
倍
ま
で
買
わ
れ
て
い
る
か

を
表
し
た
の
が
株
価
純
資
産
倍
率
Ｐ

Ｂ
Ｒ
（
Ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

－

Ｖ
ａ

ｌ
ｕ
ｅ 

Ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
）
で
す
。

「
Ｐ
Ｂ
Ｒ
＝
現
在
の
株
価
÷
Ｂ
Ｐ
Ｓ

（
一
株
当
た
り
純
資
産
）」

ま
た
は

「
Ｐ
Ｂ
Ｒ
＝
時
価
総
額
÷
純
資
産
」

で
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
株
当
た
り
の
純
資
産
は
、
純
資

産
を
発
行
済
株
式
数
（
発
行
済
株
式

総
数

−

自
己
株
式
数
）
で
割
っ
て
算

出
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
上
記
の
Ａ
社
の
場
合
、

純
資
産
四
〇
〇
億
円
、
発
行
済
株
式

数
八
、〇
〇
〇
万
株
で
す
の
で
、
一

株
当
た
り
の
純
資
産
は
五
〇
〇
円
と

な
り
ま
す
。
株
価
が
三
〇
〇
円
な
の

で
Ｐ
Ｂ
Ｒ
は
〇
・
六
倍
に
な
り
ま
す
。

　

仮
に
、
Ｐ
Ｂ
Ｒ
が
一・
〇
と
い
う
こ

と
は
、
株
価
と
一
株
当
た
り
の
純
資

産
が
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
と
き
、
こ
の
会
社
の
株
式
を
買
う

と
、
一
株
に
対
す
る
投
資
金
額
と
一

株
当
た
り
の
解
散
価
値
が
一
致
し
て

い
ま
す
。
も
し
、
会
社
が
解
散
す
れ

ば
、
投
資
金
額
は
そ
の
ま
ま
戻
っ
て

く
る
理
屈
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

投
資
金
額
の
リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
株
価
は
一
株
当
た

り
の
純
資
産
を
下
回
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
現
実
に

は
Ｐ
Ｂ
Ｒ
が
Ａ
社
の
よ
う
に
一・
〇
を

割
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
経

営
不
安
が
要
因
の
場
合
や
不
安
材
料

が
あ
る
な
ど
要
因
は
様
々
で
す
。
そ

の
不
安
が
取
り
除
か
れ
る
と
割
安
と

評
価
さ
れ
て
投
資
価
値
が
相
対
的
に

高
ま
り
、
Ｐ
Ｂ
Ｒ
が
一・
〇
を
下
値
に

株
価
が
回
復
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｐ
Ｂ
Ｒ
は
株
式
を
物

的
証
券
と
見
た
投
資
尺
度
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

２　

Ｐ
Ｅ
Ｒ

　

一
株
当
た
り
の
利
益
に
対
し
、
株

価
が
何
倍
ま
で
買
わ
れ
て
い
る
か
を

表
し
た
の
が
株
価
収
益
率
Ｐ
Ｅ
Ｒ

（
Ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ 

Ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
）
で
す
。

「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
＝
現
在
の
株
価
÷
Ｅ
Ｐ
Ｓ

（
一
株
当
た
り
純
利
益
）」

ま
た
は

参考値
Ａ社 Ｂ社

Ａ．純資産 400億円 1,000億円
Ｂ．純利益 1億円 100億円
Ｃ．発行済株式数 8,000万株 1億株
Ｄ．ＢＰＳ（１株当たり純資産）　Ａ÷Ｃ 500円 1,000円
Ｅ．ＥＰＳ（１株当たり純利益）　Ｂ÷Ｃ 1.25円 100円
Ｆ．現在の株価 300円 1,200円
Ｇ．ＰＢＲ　Ｆ÷Ｄ 0.6倍 1.2倍
Ｈ．ＰＥＲ　Ｆ÷Ｅ 240倍 12倍
Ｉ．ＲＯＥ　Ｅ÷Ｄ×100（％） 0.25% 10.0%

〜株式投資の指標３用語〜
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「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
＝
時
価
総
額
÷
純
利
益
」

で
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
株
当
た
り
の
純
利
益
は
、
純
利

益
を
発
行
済
株
式
数
（
発
行
済
株
式

総
数

−

自
己
株
式
数
）
で
割
っ
て
算

出
し
ま
す
。

　

こ
の
倍
率
の
高
低
で
そ
の
会
社
の

投
資
価
値
を
判
断
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｂ
社
の
場
合
一
株
当
た

り
純
利
益
が
一
〇
〇
円
、
現
在
の
株

価
が
一
、二
〇
〇
円
な
の
で
Ｐ
Ｅ
Ｒ

は
一
二
倍
と
な
り
ま
す
。
仮
に
来
期

の
一
株
当
た
り
純
利
益
が
一
五
〇
円

と
増
益
が
予
想
さ
れ
た
場
合
、
Ｐ
Ｅ

Ｒ
が
同
じ
一
二
倍
な
ら
株
価
は
一
、

八
〇
〇
円
の
水
準
ま
で
買
え
る
、
と

い
う
判
断
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
仮
に
同
じ
業
種
の
平
均
Ｐ

Ｅ
Ｒ
を
二
〇
倍
と
し
た
場
合
、
こ
の

会
社
の
現
在
の
Ｐ
Ｅ
Ｒ
一
二
倍
だ
と

低
過
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
Ｐ

Ｅ
Ｒ
二
〇
倍
の
水
準
、
つ
ま
り
株
価

は
二
、〇
〇
〇
円
が
適
正
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　

Ａ
社
の
場
合
に
は
Ｐ
Ｂ
Ｒ
が
〇・
六

倍
と
一・
〇
を
下
回
っ
て
割
安
な
感
じ

が
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
か
ら

判
断
す
る
と
二
四
〇
倍
と
か
な
り
割

高
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
客
観
的
な
価
値
基
準
を

示
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

同
じ
業
種
や
業
界
の
収
益
状
態
、
ま

た
将
来
の
収
益
予
測
等
会
社
の
評
価

と
比
較
し
て
判
断
す
る
相
対
的
な
基

準
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
株
当
た

り
の
純
利
益
も
、
株
式
売
却
や
土
地

売
却
等
の
特
別
な
利
益
が
あ
っ
た
り

す
る
と
そ
の
期
だ
け
利
益
が
増
え
、

Ｐ
Ｅ
Ｒ
が
低
下
し
て
割
安
感
が
強
ま

っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
不
合
理
が
生

じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
成
長
性
が
期
待
で
き

そ
う
な
株
式
の
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
高
く
、
逆

の
場
合
は
低
く
な
っ
て
い
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

３　

Ｒ
Ｏ
Ｅ

　

株
主
資
本
に
対
す
る
当
期
純
利
益

の
割
合
を
株
主
資
本
利
益
率
Ｒ
Ｏ
Ｅ

（
Ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ 

Ｏ
ｎ 
Ｅ
ｑ
ｕ
ｉ

ｔ
ｙ
）
と
い
い
ま
す
。

「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
＝
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
一
株
当
た
り

純
利
益
）
÷
Ｂ
Ｐ
Ｓ
（
一
株
当
た
り

純
資
産
）」

ま
た
は

「
Ｒ
Ｏ
Ｅ
＝
純
利
益
÷
純
資
産
」

で
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
社
が
事
業
活
動
に
使
用
す
る
総

資
本
は
、
株
主
が
出
資
し
た
株
主
資

本
（
自
己
資
本
）
と
銀
行
か
ら
の
借

入
金
等
に
よ
る
調
達
分
等
の
他
人
資

本
（
負
債
）
に
分
か
れ
ま
す
。

　

株
主
資
本
は
資
本
金
・
法
定
準
備

金
を
は
じ
め
過
去
か
ら
の
利
益
を
ス

ト
ッ
ク
し
た
剰
余
金
等
の
合
計
で
株

主
の
持
ち
分
に
な
り
ま
す
。
こ
の
持

分
を
会
社
が
ど
れ
だ
け
効
率
的
に
使

用
し
、
利
益
を
上
げ
た
か
を
判
断
す

る
わ
け
で
す
。

　

株
主
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
自
分
た

ち
の
投
資
資
金
が
上
手
に
使
わ
れ
て
、

採
算
が
と
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い

う
指
標
に
も
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ａ
社
の
場
合
一
株
当
た

り
純
利
益
が
一・
二
五
円
、
一
株
当
た

り
の
純
資
産
は
五
〇
〇
円
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
〇・
二
五
％

と
な
り
ま
す
。
仮
に
市
中
の
年
間
金

利
が
一
％
の
と
き
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が
〇
・
二

五
％
な
ら
、
採
算
が
と
れ
て
い
る
と

は
い
い
に
く
い
で
し
ょ
う
。

　

何
故
な
ら
そ
の
会
社
へ
の
純
資
産

を
全
部
一
年
も
の
の
預
金
で
運
用
す

れ
ば
一
％
の
利
息
が
入
る
か
ら
で
す
。

少
な
く
と
も
そ
の
時
期
の
市
中
金
利

よ
り
高
い
投
資
採
算
を
挙
げ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
経

営
者
に
と
っ
て
は
会
社
運
営
の
成
績

と
も
な
る
指
標
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
、
Ａ

社
の
Ｐ
Ｂ
Ｒ
が
一
倍
を
切
っ
て
い
る

要
因
は
、
こ
の
よ
う
に
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が
悪

い
と
い
う
判
断
か
ら
の
可
能
性
も
あ

る
わ
け
で
す
。
逆
に
Ｂ
社
は
一
〇
％

と
非
常
に
効
率
の
よ
い
投
資
採
算
を

挙
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
、豊
富
な
資
産
が
あ
り
、

優
秀
な
技
術
力
も
あ
り
な
が
ら
利
益

が
出
て
い
な
け
れ
ば
経
営
に
問
題
が

あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
た
め
、
株
式

投
資
の
判
断
の
み
な
ら
ず
、
会
社
の

経
営
効
率
を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
、

欧
米
で
は
早
く
か
ら
重
視
さ
れ
て
お

り
、
日
本
で
も
中
小
企
業
が
自
社
の

投
資
効
率
を
見
る
う
え
で
は
か
な
り

注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
と
め
ポ
イ
ン
ト

◎
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
資
産
か
ら
、
株

価
が
割
安
か
割
高
な
の
か
を
判
断

す
る⇒

Ｐ
Ｂ
Ｒ

◎
来
期
予
想
利
益
な
ど
か
ら
、
株
価

が
割
安
か
割
高
な
の
か
を
判
断
す

る⇒

Ｐ
Ｅ
Ｒ

◎
出
資
さ
れ
た
お
金
が
効
率
的
に
活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
る⇒

Ｒ
Ｏ
Ｅ
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　私たちの生活に欠かせない文房具。家で
も職場でも必要なものですね。次々と便利
に改良された文房具が開発され、テレビや
インターネット上などで紹介されています。
数年前には芯なしのホッチキスや消せるボ
ールペンなどが話題になりましたが、最近
はどのような新しい文房具が生まれている
のでしょうか。話題のものをいくつかピッ
クアップしてみました。
・持ち運べるホワイトボード
　　ノート型になっており、浮かんだアイ
デアを書き留めたり、打ち合わせ時に図
式やグラフ等を描いて説明するのにも便
利。残しておきたいものは写真を撮れば
OKです。

・粘着面のない付箋
　　従来のものと違い、糊の部分のない付
箋。静電ポリプロピレンフィルム製品で、
様々な素材のものに吸い寄せられるよう

に張り付くとのこと。これまでよりも
色々なものに貼り付けられ、跡が残らな
いのもいいですね。
・テンキーにかぶせるマウスパッド
　　コの字型のプラスチック製マウスパッ
ド。キーボードのテンキー部分の上に被
せて使用。パソコン周りの作業スペース
が広がり、意外と気になるキーボードと
マウスの距離が近くに。テンキーを使う
場合はマウスパッドを横にずらせばOK
です。
・箱型文房具収納
　　ケースを開くと色々な形のポケットが
あり、散らばりがちな文房具をまとめて
収納でき、閉じれば立てておける箱にな
るので、すっきりと片付きます。
　　他にも、芯が折れないシャープペンシ
ルや、貼ってはがせるスティックのり等
枚挙に暇がありません。これらの便利な
文房具で作業効率も上がり、新しい商品
は職場でのコミュニケーションにも一役
買ってくれそうです。

進化する文房具

　梅雨の時季になると外に出かけるのが億
劫になります。でも、そんな梅雨を楽しん
でみませんか？
　湿度が高く蒸し暑い時期に登場するのが
ホタルです。地域によって差はありますが、
早い場所では５月下旬から見られ、６月下
旬から７月にピークになります。自然のホ
タルを見る機会が減ってはきましたが、イ
ンターネット等で情報を集められる時代で
す。イベント等をチェックして見に行って
はどうでしょうか？見たときの感動は大き
いです。
　また、梅雨と同じ時季の６月から７月に
かけて紫陽花（アジサイ）も見頃を迎えま
す。
　梅雨の雨に濡れた紫陽花は、私たちの心
に潤いをもたらしてくれます。雨の日でも
景観を楽しむことができる、紫陽花鑑賞へ
出かけてみるのも梅雨の時季ならではの楽
しみ方のひとつです。

梅雨の楽しみ方　

先
日
大
手
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店

の
前
を
通
り
か
か
る
と
、入
口
に「
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
と
い

う
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

デ
カ
フ
ェ（
デ
ィ
カ
フ
ェ
）
と
言

え
ば
カ
フ
ェ
イ
ン
レ
ス
の
こ
と
で
す
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
は
数
年

前
か
ら
カ
フ
ェ
イ
ン
レ
ス
の
イ
ン
ス

タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
等
が
売
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
意
外
に
も
そ
の
コ
ー
ヒ

ー
チ
ェ
ー
ン
店
に
は
今
ま
で
な
か
っ

た
の
か
、
と
少
し
驚
き
ま
し
た
。

　

仕
事
中
な
ど
つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ

て
し
ま
う
と
言
う
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
あ
ま
り
カ
フ
ェ
イ
ン
を
摂

り
す
ぎ
る
と
、
夜
う
ま
く
眠
れ
な
か

っ
た
り
胃
を
痛
め
た
り
す
る
こ
と
も
。

　

緊
張
を
和
ら
げ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
て
く
れ
る
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
で

す
か
ら
、
そ
の
時
々
で
デ
カ
フ
ェ
も

取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

デ
カ
フ
ェ
始
め
ま
し
た


